
石川県医師会による調査サマリーより 2009.1
• 有効回答率は病院71％、有床診療所50％、無床診療所51％、訪問看護ステーション64％、介護保険施設69％であった。

• 看護配置に関しては病院の32.1％、有床診療所の16.3％が上げたいと希望している。

• 3年前と比べて看護師を増員した施設は病院で61.6％と高く、有床診療所で18.2％、無床診療所で15.2％、訪問看護ステ
ーションで25％、介護保険施設で33.8％であった。また准看護師では訪問看護ステーションを除くいずれの施設においても
減員が増員を上回った。

• 看護師で、病院の41.0％、有床診療所の35.7％、無床診療所の20.6％、訪問看護ステーションの48.5％、介護保険施設
37.5％が「確保できていない」とし、さらに「時々不足している」を含めると、それぞれ実に73.1％、52.4％、43.0％、78.8％
、55.6％となり、無床診療所以外で半数以上の施設、特に病院と訪問看護ステーションで不足感が著しかった。さらに病院で

医療圏別に見ると、能登北部で80％、能登中部で50％、石川中央で35.7％、南加賀で36.7％の
病院が「できていない」とし、能登における看護師不足が深刻化している。

• 准看護師では、病院の36.8％、有床診療所の35.7％、無床診療所の16.1％、訪問看護ステーションの20.0％、介護保
険施設29.7％が「確保できていない」とし、看護師に比べて低かった。

• 配置基準を上げたい希望を含めた補充希望者数は実に看護師720人、准
看護師183人であった。平成19年3月の前回調査では病院、診療所のみ
の調査であったので、同じ対象で比較すると前回の看護師希望525人に
対して今回は629人、前回の准看護師希望208人に対して今回146人と
看護師需要の増大が著しく准看護師需要はやや減少していた。看護師と
准看護師需要を合わせた看護職員の需要は、前回733人に対して、今回
の調査では775人であった。さらに、今回の訪問看護ステーション、介護保
険施設を加えると看護職員の需要は903人の補充希望であった。

• どの施設においても採用が困難であると回答し、その理由として「地域での絶対数の不足」を1番にあげている。

• 看護師の平均年齢は前回調査に比べて高年齢化し40歳代がピークとなった。また、准看護師及び能登地区の病院における
看護師の高年齢化が目立っている。
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ある病院の話・・・
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能登半島のとある民間病院
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平成20年10月現在



診療材料の小包装化
SPD (Supply Processing Distribution)

平成 6年12月～



図4． 診療材料購買管理プロセス概観 - 施策導入前後
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安全対策から効率化 平成15年2月～

実施入力
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コールセンター
（けいじゅサービスセンター）

多施設、多制度にわたる患者情報・患者サービスの一元管理

2000.6～


